
世界に目を向けよう～今、私たちにできること～

定期学習会の記録
2009/03/07 尾間木公民館

［参加者］ 佐藤 三浦 金子 大内 橋元 河野

■世界がもし100人の村だったら５ 視聴

感想

・ごみを拾う少女の話。学校に行っていないということは、普通の仕事に就けない。そ

うすると、お金が稼げない。そうすると、また貧しい…。貧困の悪循環が見えた。

・５歳で働く少年。ちょうど遊びたい年頃なのに…。

・ゴミの量に驚く。ゴミを出している人がいるということは、同じ国に豊かな層がいる

ということ。貧しい人との差は、どこからくるのだろうか。そういう経済の問題にも

番組には迫ってほしい。

・国としての対策が必要になるのではないだろうか。

・一人では解決できないだろう。地球に生きる者同士、そこの国だけの問題ではなく私

たちみんなの問題だと感じることが必要だ。

・環境サミットでは排出権の問題などが出ているが、経済サミットでの話し合いに期待

したい。

■国連ミレニアム開発目標について（世界のともだちP33）


